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　防災センターの関東・東海地域地殻活動観測網に新たに 10 観測点が加わり，地震については，

1981 年 10 月 1 日から合計 36 観測点による定常観測が行われている。新設点を含む全観測点の

分布を第 1 図に，それらの座標を第 1 表に示す。このうち「府中（ FCH ）」は，観測装置設置

深度 2，752m の深層観測施設1）である。地震波の験測及び震源決定の定常作業は，同じく 10 月 1

日から，データ験測解析システムによる半自動処理方2）に移行した。10 月分以後の震源分布

図は，この新方式によって作成されたものである。

　1981 年 10 月末までの観測点ごとの日別地震回数を第 2 図に，月別の震源分布を第 3 図に示

す。9 月上旬に遠州灘沖で行われた海中爆破は震央分布図からは除かれている。

　この期間の地震活動は全体に比較的平穏に経過したが，注目すべき小活動もいくつか見られ

たので以下に摘記する。

⑴　5 月 4 日から 5 日にかけて，相模湾西部の根府川沖 5 ㎞付近に小規模な地震活動が発生し

　た。
3）,4）

　最大地震は M＝3.6 で，その発震機構は，主圧力軸方向 NNW－SSE で明瞭な上下ず

　れ成分を含むストライクスリップ型であった。3） 8 月，9 月にもこの震源域付辺に極く小さな

　地震（ M ＜ 2 ）が震源決定されているが，継続的な活動は現在まで見られない。

⑵　5 月なかばに，立川断層の北西延長上と南東端付辺に，相次いで 2 個の浅い微小地震が発

　生した：

5 月 14 日　11 時 30 分　35.88°N　 139.15°E　深さ 17 km　M＝2.2

5 月 17 日　15 時 00 分　35.65°N　 139.50°E　深さ 13 km　M＝2.0

⑶　7 月末から 9 月末の期間に，愛知県中部（ 7 月 31 日 ），長野・岐阜・愛知県境付辺（ 8 月

　18 日 ），伊勢湾（ 8 月 25 日，深発 ），伊豆大島付近（ 8 月中旬～ 9 月上旬 ）など，東海から

　伊豆半島東方にかけてやや目立った地震活動が見られた。

⑷　9 月末に，駿河湾南部に M ＜ 2 の微小地震が頻発した。震源分布図では震央が南北に線状

　配列しているように見えるが，直近観測点の S － P 分布から，これは震源決定誤差による見

　かけ上の配列と思われる。

⑸　全期間を通じて，伊豆半島内の地震活動は静穏であった。
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第 1 表　防災センターの観測点（ 1981 年 12 月現在 ）
Table 1　Observation stations of the NRCDP as of December 1981.
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第 1 図　防災センターの観測点分布（ 1981 年 12 月現在 ）。丸く囲ったものは新設観測点。
Fig. 1　Distribution of the NRCDP stations as of December 1981. Encircled station codes indicate new stations.
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第 2 図　観測点ごとの日別地震回数。大平観測点（ OHR ）のみは 6－18 時を除く夜
間半日の計数。数値は地震計数時のスレッシュホールドレベル（ 片振幅 ），
斜線部は長期欠測，破線は 1 日以内の欠測を示す。

Fig. 2　Daily frequency of earthquakes for each station. Only at OHR, the shocks from 06 :00 to 18 :00 are 
rejected from counting to eliminate quarry blasts. Numerals are threshold levels of amplitude for
counting the number of earthquakes. Broken bars and shaded portions mean partial breaks of 
observation within one day and for more than one day, respectively.
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 2 図　つづき
Fig. 2　(Continued)
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第 3 図　防災センター観測網による月別震源分布
Fig. 3　Monthly plot of hypocentral distribution by the NRCDP network.
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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第 3 図　つづき
Fig. 3　(Continued)
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